
 

 

 

 

 

 ２月４日は立春
りっしゅん

です。この日
ひ

は、春
はる

の始
はじ

まりの１日といわれます。また、 

立春
りっしゅん

をすぎて最初
さいしょ

に吹
ふ

く強
つよ

い南風
みなみかぜ

を、「春一番
はるいちばん

」とよびます。「春一番
はるいちばん

」 

のころから、寒
さむ

い日
ひ

と暖
あたた

かい日
ひ

が交互
こ う ご

にやってくるようになるので、 

服装
ふくそう

を調節
ちょうせつ

して、しっかり体調
たいちょう

管理
か ん り

をしてくださいね。 

 

◎立
た

っているときのよい姿勢
し せ い

        ◎座
すわ

っているときのよい姿勢
し せ い

 

 

 

 

 
 

 

コロナウイルスが猛威
も う い

をふるった去年
きょねん

とおととしは、ほとんど感染
かんせん

がみられなかったインフル

エンザ。今年
こ と し

はコロナウイルスとの同時
ど う じ

流行
りゅうこう

が問題
もんだい

となっています。春風
はるかぜ

小
しょう

でも、コロナウイル

スに加
くわ

え、インフルエンザでのお休
やす

みが増
ふ

えてきています。 

★以下
い か

の出席
しゅっせき

停止
て い し

期間
き か ん

を守
まも

り、感染
かんせん

拡大
かくだい

防止
ぼ う し

にご協 力
きょうりょく

ください。また、登校
とうこう

の際
さい

は「登校届
とうこうとどけ

」

（学校
がっこう

HPからダウンロード可
か

）に保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

がご記入
きにゅう

の上
うえ

、学校
がっこう

へご提出
ていしゅつ

ください。 
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立
た

ったようすを前
まえ

から見
み

たとき、はな～むね～お

へそ～かかとが一直線
いっちょくせん

になっていると、よい

姿勢
し せ い

といえます。 

 

いすにすわるときは、足
あ し

の

うらをゆかにつけて深
ふか

くこ

しかけましょう。頭
あたま

が上
う え

か

ら糸
いと

でひっぱられるような

イメージです！ 



 

 

身長 男子 女子 

４月 １月 伸び（ｃｍ） ４月 １月 伸び（ｃｍ） 

１年 116.7 120.5 3.8 118.3 122.6 4.3 

２年 124.3 128.7 4.4 121.9 126.3 4.4 

３年 130.3 134.5 4.2 128.7 133.3 4.6 

４年 135.3 140.0 4.7 135.7 140.7 5.0 

５年 139.4 144.4 5.0 142.0 147.4 5.4 

６年 147.2 153.4 6.2 149.0 151.7 2.7 

 

体重 男子 女子 

４月 １月 増加（ｋｇ） ４月 １月 増加（ｋｇ） 

１年 21.4 22.9 1.5 22.3 24.6 2.3 

２年 25.7 28.3 2.6 23.3 25.9 2.6 

３年 29.0 32.5 3.5 26.9 29.8 2.9 

４年 31.3 34.8 3.5 31.4 34.6 3.2 

５年 34.0 37.4 3.4 36.3 40.6 4.3 

６年 40.8 44.3 3.5 42.2 44.1 1.9 

 

 

 

＜１・２・３年生＞プライベートゾーン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜４・５・６年生＞アンガーマネジメント 
 

 

  

・怒
いか

りの感情
かんじょう

を「火山
か ざ ん

」に例
たと

えて、噴火
ふ ん か

するまでには段階
だんかい

があること、

根本
こんぽん

の部分
ぶ ぶ ん

には「くやしい」「悲
かな

しい」「心配
しんぱい

」などの、怒
いか

りとはまた違
ちが

っ

た感情
かんじょう

がかくれていることを確認
かくにん

しました。 

・怒
いか

りの感情
かんじょう

を「温度計
おんどけい

」に例
たと

えて、今
いま

自分
じ ぶ ん

は何度
な ん ど

くらい怒
おこ

っているの

かを客観的
きゃくかんてき

にとらえることで冷静
れいせい

になり、クールダウンにつながるこ

とを伝
つた

えました。 

・怒
いか

りのコントロールの仕方
し か た

について、「その場
ば

を離
はな

れる」「数
かず

を数
かぞ

える」

「深呼吸
しんこきゅう

する」などの方法
ほうほう

を提案
ていあん

し、人
ひと

や物
もの

を傷
きず

つける方法
ほうほう

は選
えら

ばない

ようお話
はな

ししました。 

・「おしえてくもくん」という絵本
え ほ ん

を使
つか

いました。水着
み ず ぎ

でかくれる部分
ぶ ぶ ん

を

プライベートゾーンと呼
よ

び、口
くち

も大切
たいせつ

な部分
ぶ ぶ ん

であることを伝えました。 

・プライベートゾーンは自分
じ ぶ ん

だけの大切
たいせつ

な場所
ば し ょ

であり、簡単
かんたん

に人
ひと

に見
み

せたり、触
さわ

らせたりしてはいけないことを確認
かくにん

しました。 

・もしプライベートゾーンを見
み

られたり、触
さわ

られたりしたら、信頼
しんらい

できる

大人
お と な

に話
はな

すこと、あなたは絶対
ぜったい

に悪
わる

くないから一人
ひ と り

で抱
かか

えこまないよ

うに、ということを伝
つた

えました。 
 



夏休
なつやす

みの保健室
ほけんしつ

からの宿 題
しゅくだい

、「はみがきチェック！」にご協 力
きょうりょく

いただき、ありがとうござ

いました。子
こ

どもたちや保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

のコメントを紹 介
しょうかい

していきます。最後は、６年生です。 

 

【児童】 

・はみがきチェックをして、私は、歯と歯の間や裏側などが赤くそまっている

ことが分かりました。歯と歯の間は歯垢がたまりやすいので、歯みがきをてい

ねいにしっかりしていきたいと思いました。そして、虫歯になりにくい歯をつ

くっていきたいです。 

 

・かむところより、表面や、内側がとれていなかった。矯正しているから、は

じめるまえよりも意識しているつもりでも、装置の周りや、針金の下の歯のす

き間が特に赤くなっていたから、１本ずつ確かめながらみがこうと思った。 

 

・歯と歯の間や、おく歯などの歯ブラシでみがきづらいところがそまっていて、

今度からはえんぴつにぎりで面倒がらずに丁寧にみがいていきたい。 

 

・自分の歯みがきに自信が持てたので、これからも続けていきたいです。 

 

・全体的に歯の根本にみがきのこしが多く、赤くなって 

いる部分が多かったから、歯ぐきをきずつけないように 

気をつけながらしっかりみがく必要があると思った。 

 

・おく歯のほうに歯垢があることが目立っていた。だからこれから前歯はもち

ろん、おく歯はもっと細かく長くして（１０秒ほど）歯垢を取っていきたい。

あと、下の歯の間がちょっと歯垢があったので、糸ようじなど間のとりやすい

ものを使ってやりたい。 

 

・全体的に汚れが多かったので、次からはもっとていねいにみがくようにした

い。奥歯は前歯よりきれいだった。歯の横の部分も忘れがちなので気をつけた

いと思う。みがく場所によってみがき方を変えたいと思った。 

 

・はやくみがいて終わらせてしまうことが多いので一本ずつ念入りにみがこう

と思いました。しっかりみがけていると思っていたけど歯垢がけっこうついて

いて驚きました。 



・歯と歯の間がほとんどピンク色になっていた。いつも歯の裏側をしっかりみ

がいていなかったから、次からはすべての歯がきれいになるようにみがきたい。

歯の間は歯間ブラシなどを使って汚れがなくなるようきれいにみがきたい。 

 

 

【保護者の方】 

・歯の裏もみがくように教えていないことに気づき 

ました。このような機会があってよかったです。 

 

・普段どれだけのみがきのこしがあったか、自分が 

いつもどれだけ同じところばかりみがいていたか、 

目に見えて確認することができたのでよかったと思います。 

 

・テレビを見ながらみがいたりするときもあり、よく注意していました。今回、

目でよごれが見えたことによってどこがみがけていないか確認できたので、と

てもよい機会でした！引き続き、しっかりみがいてほしいです。 

 

・前歯は普段から注意していました。「ちゃんと前歯みがいてねー」と声かけし

ていましたが、テレビを見ながらやることも多く、やはりちゃんとみがけてい

ないところがありました。今回汚れが目で確認できたので、とてもよい経験で

した！引き続きしっかり歯みがきがんばってもらいます！ 

 

・毎日仕上げみがきを父親にしてもらっているので、全体的に綺麗でしたが、

やはりすき間やくぼみは磨き残しになりやすいことが分かりました。その後真

っ赤な舌を見せて父親に仕上げしてもらい、父親も磨き残し部分について気づ

きを得ていました。 

 

・普段から歯みがきに時間をかけておらず、おろそかになっていた部分がテス

ターで目に見える形で分かってよかった。磨き残しの部分を意識してみがいて

ほしい。あめなどの量にも気をつけてほしい。 

 

・色をつけて磨き残しをチェックするのは、歯医者さんのすすめでたまにやっ

ていますので、自分だけでもできるようになりました。意識が高くなるのでよ

かったです。本人も書いていますが、お休みの日だけでも朝食、昼食の後もみ

がくようにしてほしいです。 

 


